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には、千人の

この埋蔵文化財を

あります。

このたび、曲

を通過することになりました。このため

ある埋蔵文化財が数多く残されています。

伝えてゆくことは、私たちの努めで

で路線の がx 野沢岱遺跡

は、 i世い71.¥1つ

しました。

などを検出し、遺構外か

の一端を明らかにするこ

かかる部分の潰跡の

の結果、縄文時代の幣穴住居跡や

らは、土器@石器などが出土し、当時の

とができました。

は、これらの調査成果をまとめたものであります。本書が

埋蔵文化財の保護のために広く活用され、同時に郷土の歴史資料とし

て役立てていただければ幸いです。

最後になりましたが、本調査の実施並び

御援助@御協力をいただきました秋

@比内 をはじめ関係各位に対し、

御礼申し上げま y 。

5年 3月20日
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は、 る の3冊目の

ある。

3 した大館市所在の野沢岱遺跡の発掘調査結果を収めたもので2. 

ある。

3.本書の執筆は、柴田陽一郎が行い、藤岡光男の協力を得た。

4.発掘調査および遺物整理にあたって、下記の方々からご指導@ご助言を賜った。記し

る次第である。(敬称略、五ト音順)

板橋範芳千田和文成田滋彦八木光則

1 . 

81 

している

8 K (土坑)

Fのとおりである。

3.挿図中の柱穴(

とした。 となったものもある。

のマイナス表示の数字は深さである。

4.土色の表記は、

版標準土色ilIJ~îJlに拠った。

5.挿図仁!こlの遺物実測図と拓本

日本色彩研究所色票監修

と石器類に分け、それぞれ通し とした。 石

器類の番号にはSを付した。 図版中の遺物もそれにしたがったo

i 石器観察表中の単位は、長さ、 Ip面、厚さがC郎、重さが gで、 はcrnである。

は( )で表示した。

は、破断面を表している。8. 

よ

9. 挿i盟中のスクリーン@トーン、シンボルマークは以下のように使い分けた。これ以外の

スクリーン@トーン、シンボルマークは各，~中に凡例を示した。

り 選挙flD み

り切り 度iー辛
口!え にご

1] 
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第 1Ce宗 はじめに

1章はじめに

1 ~íJ るまで

Et8田地区農免農道は、大館市山田 '*1111両地区の果樹などの流通合開化を月的としたf:1~i

沢i二iから中山字兎沢に至る全長3.3krnの道路である。

本農道の計画路線内には埋蔵文化財-が包j哉されている可能性があることから、県農政部北秋

は、文化財保護法に基づき秋田県教育委員会に遺跡調査の依頼をした。秋田県教

はこれを受けて、平成元年度に計画路線内の遺跡分布調査を行い、路線内に係る周知

の遺跡を l筒所確認した。さらに平成2年度に試掘調査可能な地点について分布調査を行い、

新たに家ノ後遺跡と上聖遺跡の 2遺跡を発見した。

この遺跡分布調査の結果を受けて、平成2年度には家ノ後遺跡と i二聖遺跡の範囲確認調査を

実施し、両遺跡の範囲内を計画路線が通ることが明らかになった。これらの遺跡の保存につい

て、秋田県教育委員会は原因者と協議の結果、記録保存の措置をとることで合意し、平成 3

5 月 13 日 "'6)~8 日に k聖遺跡、同年 6 月 101と1"-'11 月 151三i に家ノ後遺跡の発掘調査を実施した。

また、同年10月21 22日には野沢岱遺跡の範囲確認調査を実施し、今回、路線内の本調査を

施したのである。

所在地

調査期間

調

査主体

調査担当

総務担当

2宣告 の組織と構成

秋田県大館市山田宇野沢岱102-4外

平成4年 7月6日~平成4年9月25日

2.200 rrf 

秋田県教育委員会

柴田 l陽場一郎 (仔F秋j火幻く什E日県埋j蔵故文イ化ヒ財財，セン夕一文イ化ヒ財財，主任)

皆)川11 清 (秋日

真 (秋田県埋蔵文化[財見片aセセン夕

イ
1
1ゐ



遺跡、の立地と環境

2 

l の地形@

る大館市は秋田県の北東部に位置し、東は鹿角郡小坂i町と鹿角市、南は

は北秋田郡鷹巣町、同は北秋田郡田代日IJに接し、北西及び北縁北秋田郡比内町、

との県埼となっている。市域は大きくは標高200~800m -1前後の山地と標高40----100mの盆地と

から成る。前者はいわゆる出羽山地の一部で、北西側に白神山地、東側に高森山地、南西側に

山地が存在する。後者は断層による陥没盆地で、内部には米代)11 長木)11 下内JlI穆犀川

等の河川が存在し、これらの河川の営力によって大館段丘地や低地が形成されている。

は大館市南部の河岸段丘上にある。大館盆地周縁には米代川とその支流によって

形成された段丘が発達し、高位から第l段丘~第5段丘にi玄分されている。遺跡は仁!]位の第 3

段丘上に立地する。この段丘面は関上段丘とも呼ばれ、構成層は鳥越軽石質火山灰層の河成一

次堆積物であるO 遺跡周辺の段丘や低地の慕盤)冨は第4紀の未回結堆積物で、遺跡::1と方及び南

方の山地 3 と らなる。 の原料とな

る頁岩が含まれるのは大滝層で、この層は油田地域の女)11層に酷似し、

との互層をなして遺跡北方の高森山地に広く分布している。

遺跡の東側では北方の鞍掛iJ_J(標高484.4m)東麓から高森山地を下刻して南流する数本の

段丘を開析して南側の 1-二所先行谷低地へ流れ込んでいるO 遺跡周辺は、北西側~南

よって開析され、北西にII=iJかっ り出す舌:1犬台地となり、西側 、、‘}司
hV
 

坦面となっている。調査区の中央からやや南側には深さ 2 以上の埋没谷が東西方向に入るが、

はほぼ平坦で、仁i二I央部の標高は約89.5m、台地上の南側と東側沖積地との比高差は約

9m、西側の面との比高差は約3mであるO

野沢岱遺跡は大館市の南部、 JR大滝温泉駅の~と西約2.5krnに位置している

秋田県 1973 (昭和

1986 (fI百平(61)

2 



第 2i1JJ H霊史的環境

2 

今回の野沢岱遺跡の調査では縄文時代早期、前期、中期、後期の土器が出土し、縄文時代前

期@巾JVjの竪穴住居跡と前期]もしくは中期@後期の土坑を検出した。ここでは、野沢岱遺跡の

周辺にあって発掘調査された縄文時代の遺跡を [~I心に概観する O 古代、中間のよ遺跡については

f大館市史』第一巻を参照されたいのなお、文中( )内の数字@記号は第 1図、第 l表と対

応し、文献16に拠っている。

大館市と比内町には合計164箇所の遺跡が知られている。野沢岱遺跡周辺の縄文時代の遺跡

l図の範囲で25箇所で、野沢岱遺跡 (C)を含めて13筒所が発掘調資されている。いずれ

も米代JIIと!朝刊が形成した河岸段丘や低丘陵地などの、 ろ に立地する。

縄文時代早期の土器は、北西3.5kmの111館とノ山遺跡 (4 (4 

123)、南西2.6kmの横沢遺跡(12-13) している。いずれも貝殻沈線文系の土器である。

山館上ノ山遺跡は前期から晩期の集落跡で、地点を換えながら円 a式期から大、洞c

期までの竪穴住居跡が検出された。の捨て場からは膨大な量の遺物が出土したが、

岱式土器群の編年的位置付けが明確でないこともあって前期前葉の土器の様相は不明な点が多

い。円詩下層式土器群は、他の多くの遺跡からも出土しているが、それ以前の前期前葉の

ら前期初頭らしい土器が少数出土しているにすぎない。

中期前葉までは山館上ノ山遺跡や上聖遺跡の北西2.5kmの本道端遺跡 19)にみられるよ

うに集落が形成されたことがわかるが、中期中葉の住居跡は検出されていない。同1笥|→!酉 C"'"-'

e式土器の出土は比較的少ないが、このころから大木系土器の1+¥土例が増加する。大木8a 

8 b式 1::.器は横沢追跡、本道端遺跡なと、で1:1::¥士している。横沢遺跡ではさらに中期後饗の

跡が検出されているO 大木9式土器、!こドの平盟式士は本道端遺跡やLLI館上ノ山遺跡などでも

出土している O 家ノ後遺跡ではわずかながら大木10式並行期の土器が出土した。

j{J:Jから後期初頭にかけての遺跡は隣接する J=:聖遺跡のほか、本道端遺跡があり、発掘調査によっ

あることが明らかにされている。

l土、 7)、東3kmの萩IIt長遺跡 (4

あることが明らかにされている。これらの

されている。

晩期では、 よってi晩期のゴニ器が された

は、これらの

跡からの はるか る も し、 と比i校して特に目立

ある O



随
時
常
識
酬
明
Q
烈
醍
叫
糊
起

G
議
嫡
泊
疋
動

閉
山
↑
紙

追跡の立地と環境

4 

第2京



猫
凶
器

時
庁

3
出制蕗

己Jl

周辺遺跡一覧表第 1表



第 2章遺跡の立地と環境

米代)11流域には、後窃晩期の慕域と られる [士、 lこ!高す

ず一

V
1
2
5
5
J
 

，I
 

、

lln、

などがある。こ ~1 ら ある口

ノ後遺跡討議接する j.，聖遺跡むある状台地のrIL!7J働には、1.5kmミ!討 500田、漂白

85m ，.._，，92mの台地が広がっている。この台地は南北方向に延びる中山沢のj中置地への/.H日付近

から、東に入る 3 旬、 j出が 3 山由之叫

11ラとなっており、周知の 7 1 [5<]， れらの のっち

く6遺跡は未発掘であるが、内容が明らかになれば、 十二月~ーから山館に烹る米代 JII

右岸の河岸段丘や低丘陵地に立地する遺跡が、地図的にはほぼ連続して解明されることになり、

当該地域の縄文時代の様相がより明確になるものと考えられる。曲目地区農免震道の路線

も北側の舌状台地(冷水山根台地)を通る計画があり、今後埋蔵文化財の保護に習意した対応

ある。

註 山館上ノ山遺跡は合計7聞の発掘調査が行われ、様々な遺跡名で報告されている(文献②③⑤⑪⑫⑬

笹1⑬)。本書は最近の大館市教育委員会による詳細分布調布(文献⑬)及び秋旧県教育委員会作成の遺

跡地図(文献⑮)に拠った。

ヱ位二払心寸ユK
~-jヲ入 IHA

(工)比内町教育委員会 f真館緊急調査報告書 197:3(fI苦手1148)

会大競市教育委員会 .A-:E'i'iTUI! 1館 l-./!lli呈j誌、j充指調査報告さ大i浩司こj史j認さんよj古資料治15集

1975 (昭和50)年

秋田県教育委員会 秋田県遺跡地i玄)j i976 (昭和51) {i~ 

c])比内町教育委員会 F谷地仁1::J i館J追跡完結l~J!tl査報告書 1 号待(昭和5.3) 年

⑤大館市史編さん委員会 r AE'tlnti史J第一巻 1979 (l昭和5/1)年

⑤秋田県教育委員会 f間道 10:3号線ノtイパス工事関係遺跡発掘調査報告書j秋[:1:1県丈化財調査報告

主:第84集 1981 (!i昨日 w

(号秋同県教育委員会 同火山県の [1]1全域館;f)<I+1県文化財 dM~.1年報;一片手;:治86集 Eii:l1 (I!{拝ii日)年

寄比内町教育委員会 1:::1堂前遺跡発掘調査報告吉 1982(11併1157)年

⑤比内町教育委員会 口ヒ内i町埋蔵文化財諮在報門書宇j主将遺跡 19SG(町内161)年

:忠秋山県教古委員会 了時日告F守直面農道三宅詰士j工業;こ係るlr町長之江財発掘調査手民主主 fflJ/尺jさ跡

6 



第2節歴史的環境

沢遺跡秋田県文化財調査報告書第169集 1988 (昭和63)年

⑪秋田県教育委員会 『国道 103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1 上

ノ111遺跡@上ノ山区遺跡、 J秋田県文化財調査報告書第173集 1988 (昭和63)年

⑫秋田県教育委員会 『国道 103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書豆 上ノ山立j遺跡、

第2次調査 J秋田県文化財調査報告書第193集 1990 (平成2)年

⑬大館市教育委員会 同火EEl県大館市造跡詳細分布調査報告書J 1990 (平成2)年

⑬秋田県教育委員会 『国道 103号道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書IV 上ノ山 I遺跡

第2次調査秋田県文化財調査報告書第211集 1991 (平成3)年

⑮秋田県教育委員会 『遺跡、詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第217集 1991(平成3)年

⑬秋田県教育委員会 『秋田県追跡地図(県北版)J 1991 (5j!占成3)年

⑬文化財保護委員会 F大湯町環状列石J 1953 (昭和28)年.

(事鹿角市教育委員会 『大湯環状列石周辺追跡発掘調査報告書:(1)~(8)J 鹿角市文化財調査資料29.

31.32.33.35.38.42.43 1985~]992 (昭和60~平成 4 )年

⑬秋田県教育委員会 『西山室免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書官 高屋館跡秋

田県文化財調査報告書第198集 1990(平成2)年

⑮小坂町環状列石調査団 『小坂環状列石墳墓J 1969 (昭和44)年

@秋田県教育委員会 『玉内遺跡発掘調査報告書一国道282号改良工事に係る埠蔵文化財発掘調査

秋田原文化m調査報告書:第171集 1988 (昭和63)年

。奥山il司 『縄文I晩期の紹石棺J 考古学雑誌第40巻2号 日本考古学会 1953 (昭和28)年

@秋田県教青委員会 『藤株遺跡発掘調査報告書:j 秋田県文化財調査報告書第85集 1981(昭和56)年

⑪能代市教育委員会 『柏子所貝塚発掘調査報告書J1972 (昭和47)年

@秋田県教育委員会 f追跡詳細分ヂ五言語査報告書:j秋田県文化財調査報告書第201集 1990(平成2)年

⑪大野憲司 f狐岱遺跡について 1989年の範囲確認調査から 秋田県埋蔵文化財センター研究

紀要第5号 1990(平成2)年

の秋田県教育委員会 rrJtI田地区農免j控道整備事業に係る埋!蔵文化財発掘調査報告書 I 上型遺跡 』

秋田県文化財調査報告書'第219集 1992(平成4)年

@秋田県教青委員会 r!:liJ1壬i地区農免12道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書E 家ノ後遺跡

秋田県文化財調査報告書第229集 1992(平成4)年

7 ~ 



第2章遺跡の立地と環境

2図 (アミ部分
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第 1f!ti 遺跡の概観

3 の

l節遺跡の概観

野沢岱遺跡は北西に張り出す舌状台地上にある。発見された地形や遺構の配置から、舌状台

地全体が遺跡の範囲と思われるが、遺跡の南縁から北縁へ台地の東{WJを切り崩して農道が通り、

調査i玄西側平垣部の南半分は果樹園造成による削平を受けているO 工事区域内遠跡範囲は台地

@西側の部分である。調査区現況は杉林@雑木林@果樹園@原野であった。

区の周囲はほとんど果樹園に囲まれているため、

の進入路が接続する。

を縦断する とそれにいくつか

今回の調査地点は舌状台地の北西縁にあたる辺部の一部と北西側の斜面で、調査面積は2，200

ばである(第2図、第3図)。調査区中央部 (B区)のやや東側には深さ 2m以上の埋没谷が

入り、 B区の西 (A区)と東 (C区)では遺構の在り方が異る。

縄文時代の竪穴住居跡6軒、土坑9基を検出し、縄文1]寺代早期@前期@中

期@後期の土器が出土した。 は、中期が5軒で、後期が l軒、いずれも重複はない。

!こiコ期のものは中央部 る。土坑のうち l基は、フラスコ状を呈し、中期の所産である。

他の土坑のうち 7基はC

もう l基は北西部 (A区)

2節調査の方法

し、いずれも重複はない。時期は縄文時代前期と考えられるO

し、時期は不明である。

はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、調査区内の任意の点 1箇所

用センター杭No.77)を選定し、これをグリッドの起点MA50としたo MA50から磁北を求めて、

それから12度50分30秒東へかたよった方向(真北)をグ 1)ッドの南北基線とした。この

線及びそれと直交する東西基線から、 4m 4mのグリソドを設定し、 15箇所の杭を仮レベル

とした。グリッド杭には、東から性iに向かつて東西方向を表すLTMA ..叫T NA 

NT OA. ODというアルファベットと、南から二iヒに向かつて南北方向を表す46 47 ・の

2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、 4m 4mの方i摂杭の南東i潤をグリッドの名称とし

た(第3図)。

造物は、 ものは、出ーとグリッド@

出土のものは、 /i¥二j二)昌

9 

二年月日

出土年月日を記入し、

したラベルととも



第3京発掘調査の概要

に取りとげた。

1--坑は、長*出

のベルト ーし
J
H
H川
J

心窓口
入
jfノηコ

)一

、
l
し

し

f

一

した。

は三

L tこ♂には i は1 10もしく(土

;土 35mlilのそ/クロと lJべーサ![_，フィルムを{吏JTlL

における -， e 図より第 2出i玄iをえし、これをトレー

スした口 に支持!三I拓影!き!の作成、 'イム'つ

3窒iJ ftl認否の

平成4

i析する

日から 9月25日まで実施した。

)- 1をし、 ム」

どについ した。 は 7月6

7月6日 にある伐採後の下枝 a葉の除去と草刈りから しfこO プレハ

され、;埋蔵文イヒ財センターから した。 6月16日の協議

..-.1、--r
♂ノ v 、問、 し

仁一
1 .ι 
V /~。

7 Jj 7日 グリッド抗の打設開始。ベルトコンベヤーと発電機が搬入された。

7月8El ベルトコンベヤ-12台 セットし、配糠終了後、北西側(以下A医とす

したー

円ノ
U
M

ア」
lベし/コ

1
h
i
 

わ
vべ

1
1
i
 
月 円

}
噌つ

7 )~ 13日 A 去を、、
」四

3 

し、 4 

く認められるが、第4届

の悩

l') ノ
、

、d
J

¥

 

!-JiJ 

寸
a
J
o
J

H
H吋
V

4
』

y
r 出土した。

7月16臼 ム
l
A民
一

そのため、第3居 っている北

して行なう。ベルトコンベヤーのクレーム分 2台の

したのでそれを加えて全てを琢働させた。

7)=j17EI り iマげを開始。

)J 221二! り A 担IJ り)の束 íJ1lJ~UJ を

っfこ円

7月24L! 2 3!冨のj起り下げ

7 )=j27 [! 1¥寺の掘り )- lこち B とする)の

10 



7月28日 B区の平坦部(以下B とする)の粗掘を開始。

第3節調査の経過

あったため、揺りや

すく、作業の進行は早い。

7丹29日 B区西にあり、手を付けれないでいた漆の木、大小30本をユンボにて抜根後、粗

掘開始。土器@石器もA区に比較して多く出土する。

8)~113 A 区西に砂利が敷か として使用可有色になった。 これ の付

Lt.こことになる。

8 )~ 4臼 A区西に付替道路ができたので、その上のA

分の粗拙を開始した。

8月17日 B区西の調査が終了し、

止を間に入れて作業を継続。ここ数日

ある とその脇の未掘部

は33.60Cとなったので、小休

1ている。

8月241ヨ A (8102)と土坑 (8 F 03)を検出した。

8月25日 昨日検出した遺構の精査を開始。 8KF03はフラスコ状土坑である。

8月27日 A区東の遺構精査を残して、調査の主力を再びB区に移した。

9月l日 A区東の竪穴住居跡の精査を継続。 B区東でも竪穴住居跡 (8105)を検出した。

9月31三J B 広東ではさらに竪穴住居跡 (8106 8108)や土坑らしい遺構も検出された。

検出次第に順次精査に入った。土坑と思われたものは全て耕作や木根による

であることが判明した。

9月8日 とB

いて現地で協議を行う。

ることにしfこO

と、調査区外の果樹園への進入路の につ

やり、代替路ができてから

トで仮設の屋根をかけて継続し

(以下、 C区とする)

9月1113 雨のためB

た。農道部分の掘り

の粗掘もiJi訪台。

9 }=:J 16日 C区西部lでj二坑を4

9月171ヨ Bl玄と C区の!習にある

9月24日 C 区で検出し

9月251三! 全て

し、ただち に入った。

した。

った。

した。

」 12月から /々ン
1 、、 を作成

しfこO

11 
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調査の経過第3tlP 
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以
叫

ω
吋

間
話
器
出
色
諮
問

SP.B 

ト抗プ'jfおi

しまりあり。

1-1 : 87.80m 

2! 1 )二L表土。
;，1，¥色 (10YH ! 1) 
l阿波褐色 (7.5Y ! 6)二九 六滋浮{~f\更
Jぷ色(I0YH17!1 )。やややわらかL、。
(10Y[-'( 2! )ニi二。 6

トー

ヰ斗

1
1
 n
 l
 

A
斗
A

あり。

6. !，l，!，褐色::1:(l11YH 2! )しまりあり。 地iJl:Jilliノト~係大lIi4%滋人。一巡物包含1国一
7. 11育褐色(1 0Yl-t :3!4) 二。大変しまりあり。地山小~[þ校20%Æ\人o -j白山断移h三
-Jl!JLLJ-j:i~ìlil l0. (I11Yl~5/8) 。ーシルトー硬くしまりあり。

遺跡基本層序図第5国



第ltm 基本層序

4 

l節

今回の据査地点は前述したように舌状台地の北西縁辺部の一部と北西の斜面であるが、

により層厚など異なる様相を呈する地点もある。表土から地LjJまで 8層に分層した。

全体が遺跡の範囲と思われるが、遺跡の南縁から北縁へ台地の東側を切り崩して農道が通り、

調査院;西側平坦部の南半分は果樹園造成による自Ij平を受けている。

は大III各以下のとおりである 0

1 .黒色(10YR2/1)

2. 黒急(10Y R 2 / 1 )土。白色の細粒~大粒20%混入。しまりあり。-

3. 明黄褐色 Y7 / 6) 

4. 黒色(10YR 1. 7/1) 土。やややわらか ~ìO 砂粒 2~3%混入。

5.黒褐色(10Y R 2 / 2)土。 6層の漸移膳とでも呼ぶべき層。ややしまりあり。

6. 黒褐色土(10Y R 2 /2) しまりあり。地山極小~極大粒4%混入。

""20cm 

7. []音褐色(10Y R 3 /4) 

1O ~15cm 

大変しまりあり。 地山小~中粒20%混入O 一地山漸移層-

8.黄褐主(10Y R 5 /8) くしまりあり。-:tlliI11

地IJIまでの深さは西側平部で60'"'-'160側、北端部では90cm， は 2mJ2}、Lに

は51詔一i二[記である。

2節検出遺構と

る。

6軒、士一坑9 を検出した。以 f"t烹穴住居跡、土坑のJIIJi蓄に記述する。

なお、

分布図@

出土地点については土器(iR P JとIII各す)、石器類( RQJ と111各す)の平

したので、その図を参照していただきたし、また、石器には、挿図

に iSJを付して、土器として記述する。 図版中の番号もこれにしたがった。

15 



第4言者 調査の記録

区)で l軒、 11I央部 (B で5 した。 A区の 1軒と B の

うち i軒の計2 し十相手 Drゾ小 4I~ 人j ぶ-.". LJ L"-'~m しJ 斗 ほど のため、 キロペし

..J-..，_ J..-，.じ、

I J.刀ムつ/こo 1J.::j;j、 L、fことえ i は iP1 Jとし、 中の も L

れにしfこがっfこ門

SI 6図、図版3) 

A区の緩斜面MG，57グリッド し" 5 した。

短紺12.35mである 1斗 h C. ~2 "7巴
:J_t] C' 

L 
K、，

-1-ザ
~. 

LJ:_) "込J円

[柱穴] 位穴は、長軸に直交するように、仁十i央に 3 CP.l，-.__P.3)配置されている。

7箇所に不整円形、もしくは不整楕円形の柱穴らしいプランを検出したが、並

びが不規則で、断面形が措鉢形であったり、底面に凹凸があったりすることから撹乱の痕跡と

~HJ断し fこ O

[床面] 平坦でしまっている。

[壁の状況] 斜面に構築されているため、南西側の壁は無い。

検出されなかった。

りF1とP2の間に地床炉を検出したこ)

は長軸0.68由、短Ml0.26mである

土層i新日司は 2本 (SP. ~B ヲ SP.C~D) を

は北西側で、0.64mである。

円形で、その

した。 はいず

れ ~ì ある。 SP.C，-.__Dの断面によれば斜rE!iの上から した耳目責状;犯で、あるが、

S P .A~B の場合、 3 層に地山粒子が30%混入し、 さが場所により異り、

プザし _j，，， ，--' よも1.-h.({::二三!~~ーち..1ペブ
Q 1- 己ー μJり、 八七、主一夜、sl乙巧えり 1ιQ

の他の付属施設] 検出されなかった。

1， 2) 床面iより 2点出土した。 ItiJ一個体の深鉢形.+.器のIJ同部

三シ〈 日危い。 ;之、 する、 、se--U喧言

器である。構築時期jは、 IL¥土土器から、中期か後期と考えられる。

S 05竪穴柱麗跡(第 71刻、凶版3) 

も

〆
) 

。円 5

は不明であるが、

した。

はほぼ円形になる

ものと忠われる。 は3.95mである。

はあるものの、 と忠われるものは検出されなかったり

よると Jむわれる
司-?j 〆

rCC、-r
""""_i 、

16 



第 2[11 検出i章構と造物

(
[
.
円
{
一
山

QP2 

SP.BHニ 88，900m
EiJ3 

5
2
d∞
け
け
ヱ
山
叫
の

」
U
M
U

匂

。
SP.A 

S102 

1.11前白色 (10YH3/3) 二i~。しまりあまりなし。地山小~q] 1'\[5%混入。

2. ."1:¥潟色 (10YH2/ )υ しまりやゃあり。池山小~中牧10%混入G

3. 褐色 (10YH4/4)ニi二。[ えり。地Llyj、~綴大粒30%混入O

4 烈褐色 (10YH/3)j' 1)。地山極小~中校 2~3%浪人。

5 渇色(10YH4/4)二|

S102 SPC-SJコD

1. ;A1J局色 (10YH:)

2. ;、u褐色 (10YH:j 
3. 11前島色 (10YH3/ 

4 .込:潟 (10YH2/2)

5. 111";潟色 (10YH3/3)二L。しまり
6. 11者褐色 (10YH3/:))土。しまりなし

j、殺10%混入。

i也山極小村~/j引~20%混入O

、続~仁IJ1'立30%混入。

。 2m 
1・40

6図 S 02王手 e断寵図
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第4章調斎の記録

11ニ 95，500m

q 
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;，Uf立(10YH2!1)土。 1とi色の納付~大ト1:20%浪人O しまりあり。
褐色(10YH2! )こ。枯↑1]:なし、しまりやゃあり。 地山極ノ]¥1'立 1%混入。
虫色(10YH1.7i1) 土。やややわらかい。砂村 2~3%混入。
褐色 (10YH~!'!) ご1:. 0 rfllLLI小~中粒20%。
6. ;，1;¥褐色 (10YH /3)土。:l:iliLIJ小股10%。しまり tl]o獲さ中。

7臨 S
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第2節検出遺構と造物

[壁の状況] した部分は木根と耕作による

っておらず、部分的に消失している所もある。

ていたため、

よれば、

の高さは

は0.17"'-' 

0.47mである。

炉周辺の他、捜乱や削平により部分的に途切れている所もあるが、 するものと

忠われる。 はl福0.05m"'-'0.18mで、それに沿って、間隔 しないが、経0.06m~0.25m、

深さ0.06'"'-'O.30m

さ0.30，..._，0.33mの長楕円形の自然礁が、監に向って0.37mの間憾で

でいるO 自然!擦はいずれも石自体よりひと回り広い掘方をもっ。自然機関やそ

に焼けた痕跡はないものの、人為的に埋められたものであることから、炉として使用さ

れたものと考えられる。

[堆積土の状況〕 土色は褐色系を主体にしており、埋土は3"'6層でそのうち、 5 6層には地

山粒子が混入している。レンズ状の堆積をしていることから自然流入して堆積したものと思われる。

の他の付属施設] 2箇の炉石のやや北側の床面に、最大長0.96m、深さ約0.30mの落ち

込みを確認した。これらのほぼ直下に、本住居跡i者築以前の倒木痕があるが、

住居跡廃絶後に控IJ木槙の隙間が落ち込んで窪みになったものと判断した。

[出土遺物] (第15図S1 2) 土器は細片が多く図示できなかったが、焼成@胎土とも

2 

好で、色調は浅黄櫨色を呈することから、見fjの所産かと考えられる。石器の S1は削器で、

裏面の右側縁には調整剥離を施し、左側縁には刃こぼれが残る。 S2は磨製石斧破片で、刃部

がわずかに残る。

B 

と規模]

8図、霞i版 4) 

LP47 グ1)ッ 1，'

住居跡の1/3ほど

る。 5層で検出した。

は不明であるが、 はほぼ楕円形

S 

になるものと忠、われる。

やや内側に 4

は3.63mである。

(P1~P4) の柱穴がある。平面形や配量状況、深さから

ーレ新 られるもので、楕円形の長紬の壁に沿って、 にもう 2

されるものと推定される。

平坦で比較的良く締まっている。

[壁の状況] 範囲確認調査時の坪掘りや耕作によると忠われる削平で南側と西側

れる。 い北東側での壁高は0.26m~0.42m である。

ように壁の途切れているような所

111品0.07m'"'-'0.18mで、それに沿って、間隔は一定しない

も残っていない。現存部分の壁溝は

径0.09m~0.20m、深さ 0.03"'0.15m 
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第4章調査の記録
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検出遺構と造物
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第4章調査の記銭

[炉] 炉は検出されなかった。調査包外の壁に長橋円形の I~l

かどうか不明である。

[堆積土の状況]

ているが、炉石

L
」 との墳の土居断面に (SP.C，._D)によれば4層[3から

摺り込まれている。遺構内は 4層に分層した。 8層は地山がブロック状に入るが、それ以外は、

く、レンズ、状の堆積状況を呈することから、自然に流入した

ものと思われるO

の地の付属施設] 床面のやや北東側 ち込みを検出した。 m、

深さO.05'""'"'O.08mで、断面形が浅血状であるが、その性格は不明である。また、間接の

(P 3)とのi習の壁がO.78m途切れている。特別硬化してはいないが、あるいは出入口かとも

えられる。

[出土遺物] (第13図3~11，第14図12 ， 3~5 ラ第161翠 6'""- 9) はし 1ずれも

鉢形土器である。 3は波状口縁の波]支部に降沈線による渦巻文、その下に沈線による曲線的な

文様を胞文している。 5 8も沈線による出線的な文様を施文する胴部片で、 6はさらにその

下に霊占下する 2条の沈線を施文するo 7は縄文地の口縁部に瓜形文を施文する。 11は胴部上半

と ら復原実測したもので、小波状 腕部は縄文地、肥厚した口縁部には

回線文がめぐる。

S 3 4は石鍛で、 S3は円基鎖、 S4 

縦長で両面の両側縁に剥開f~痕を斉し、 S 7 

ある。 S5'""-S7はi知器で、 S5は

両面の周縁に調整剥離によって刃部を作

出している。 S8は掻器で、調整剥離を施さないが、横長の両端が鋭く尖る。 S9は凹みと擦

面を存する磯石器である。本造構の構築[!寺期は、出土土器から、縄文時代中期中葉の大木 8b 

式期と考えられる。

図版4)

B 区;のLR48 L49グリッド

住居跡のほど

るo 5}冨で検出した。

は不明であるが、平は楕円形にな

5 

[検出位置]

[平面形と

るものと思われる。短jnrM.48mで、長jM!は現存部分で3.62mである。

した。このうち主柱穴は、径や深さ@

までと推定される。 Pl~P6 は壁i療に沿い、 P 7は短jlilUのほ

るが、深さ15cmと他の柱穴のよりも極端に浅いことから、

P11は、平面Jf:; 規模@深さ@柱配置が他の柱穴と異っており、そ

[I未面〕 平坦で良く締まっている。

間隔から、 Pl""""P7

る。 P8も

と考えられる。 P9 '"'-' 

は不明である。

他の竪穴住居跡に比較し

ため、壁高は東側でO.63mあるが、西側ではO.20mである。

ある。に している

22 



第2節検出遺構と造物
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第4章調査の記録
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第2節検出退構と造物

[壁溝] 南西部で部分的に l笛i所途切れている。壁満の11I員は11届0.06m "-"0.25 m、それに沿っ

て、間隔は一定しないが、径0.06m~0.27由、深さ 0.05m"-"0.16m の壁柱穴が並ぶ。

[炉] 検出されなかった。

[堆積土の状況] 7層 した。 もしく にしており、こ

のうち 1"-" 3層は 3!高中に 1層の地111大ブロックが多く混入した感のある堆積状況を呈してい

ることから、人為堆積と考えられる。 1，......， 3層の下位の 4，......， 7層、特に 4 5層はレンズ状の

していることから、自然流入による堆積と考えられる。したがって住居跡が自然に

まりきらない窪地となっている時点で、人為的に埋められたものと考えられる。

[その他の付属施設] 上記のように南西‘部の壁溝は一部途切れている。その壁際には主柱穴

P 3とP4があり、その聞のP4寄りに支柱P8が配されている。そしてその P3とP8の間

の外側にある壁溝はP3との間で、0.50mほど途切れる。途切れた部分の床面や壁の外側は特別

踏み回められた痕跡はないものの出入口の可能性も考えられる。

[出土遺物] (第14[翠13"-"20，第161羽810• 11，第17図812"-"14) 土器の20は浅鉢形土器で、

他は深鉢形土器である。 13は波状口縁で、口縁部は無文、胴部は撚糸文地に 3条の沈線を横位

に施文する。 14"-"16は嗣部に数条の沈線による曲線的な文様を施文するもので、 15は渦巻状の

文様も施文する。 7は無文地に懸垂文を施文するo 20は平口縁で、縄文地である。仁j縁に併行

してめぐる降沈線が、服部から伸びる曲線的な隆沈線と連結する。

810は凸基有芸;銃、 81い 12は尖基鍛である。 813 14は縦長の削器で、片.{J!iJ縁もしくは雨側

縁の片面もしくは両面に剥離痕を残す。本遺構の構築時期は、出土土器から、縄文中期の大木

8 b式期と考えられる。

S I09竪穴住居跡(第12図、図版4) 

[検出位置] B区のLN44グリッドに位置する。 5層で検出した。

[平面形と規模] 西側は農道造成の際に削平されたためか、壁は追存していなし ¥0 現存部の

平面形はやや丸昧をおびた不整三角形である O 規模は長紬2.37m、短~[1t1 2.15mである。推定面

は3.5rrfである。

本造構床面のほぼ中央に炉があり、その閥辺と壁際に柱穴が配置される。柱穴は、

平面Jf~が不整p=j形@不整楕円形で、大きさが一定せず、深さも 0.03m "'-'0.11 mとまちまちであ

る。ただ、 P1は平面形が円形で、深さカiO.21mと他に比較して深く、掘形もしっかりしてい

ることから主柱穴と考えられる。

[床面]ややれDoがあり、周辺の地山と変わらない硬さである。

[壁の状況] 西部に壁は追存せず、残存している壁もかなり出入がある。 は東部で0.15m

と浅い。
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第4章調査の記録
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第2節操出i遺構と造物
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、深さは0，]1mの掘込炉である。 2辺に各 1

としな t，周問lこは石の抜き取り痕は投出

は確認されなかった。

り込まれており、!新市形が杵穴様を

呈することから よりは新しいと られる。したがって、

ふ以

A
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L
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こ

1
ム

ア

ペ

引

は

中

九

円

している，-，何者状混ばレン

自然流入による堆積と思われる。

の他の付属胞設] ほど近い所 24ぇ検出さ jしたが、 に伴うもの

かどうかは不明である。

[出土造物] (第14図21，-....，25ラ第22図815 16) は深鉢形土器で"25は底部で

ある。 21 22は服部に縦{立の撚糸文を施文しており、 22は口縁部を沈線で区画して無文帯とし、

月間部に懸垂文を施文している。 23は2条の沈線間に竹管文を施文する。 815 16は石蟻で、 815

ある。 816は折損しているが、 815と同じ類かと思われる。遺構の構築時期は、出

ら、縄文時代中期の大本8b式期と考えられる。

(第18図、図版5) 

L.J40 40 LK41グリッド ろ日 した円

はjll を:空し、ょ

に、
匂ーコナ プ 11<
どり .-:::..)1--1 、

は2，82mである。

りの床面1=.1こ長軸O.27m、深さO.26mの楕円形の柱穴 (P1 )がある。こ

".が覆っており、その範1)[:1は0.20m O.:jO mである。 P1 0) の i二に

i子!i~こ

O.l1m---0.41m 不規則に されている この 5 の中

12m，-..""OJ5m、深

も i~ いのは P

さO.08m"-'O，97m 2 
。
一/Q の{也、

としたものであるが、{由 O.llm~~O 骨 15mである。

やや凹凸-jsあり、あまり締っておらず地山と同じ硬さである。

後 111:の撹乱や壁の崩落などにより多少の出ノ入りがあるの壁高は、 TIJ占!杏 1~1右:で 0.33

出ある。

され7三Jふっ fこn

されなかっ f、二 O

よれば、 2屑の下から りJ4まれている

は~- 91語の 7)吾 I r_ しており、
， -
":r~ ..:;..-... 

乙:r_) ~7:!) 
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第2節検出追構と造物
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第4章調査の記録
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第 uti 検出遺構と造物

町
一
日
出
(
)
ヨ

c
c
c
g

SI17 

})，{色 (10YH /1)土。

J込色 (10YH2/1)二i二。 Iとi色の組ll*立~大*"，:20%混入O しまりあり。
褐色 (10YH!j/!j)土。 池山小~大半立のブ口ック状に50%混人。粘'~'i:あり。
l済褐色 (10YH3/ノj)土。しまりあり。

渋色 (10Y日1.7/1)j二。粘性、しまりあり。

6. 1時褐色 (10Y I:'( 3/4) 土。J:ili iJ l小 ~[IJ粒15%混入。

. IIt'i褐色 (10YH4/4)土。地111フロソク混入。

褐色 (10YH4/4) 土。 J槻山小~rわ~中牧30%混入。

Jぷ褐色 (10YH2/ )二。地LLI*品小牧 1%浪人G

ジ1 (SI 17) 

以内 (IOYH8/1)色(粘土)土。軟らかく、粘|生あり。

褐色 (1りYH4 /3)土。 地I1J小~大粒20%、炭化物小粒 1%混入。さらさらして、し

まり・*M'J:なし。

o 2m 

S 17平 e
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第4章調査の記録

下位の 4~8 層は臼 によるレンズ状の堆韻状況を呈し、 にある 土の 3J吾はtlliLlI 

ブロック状となっ 入 iマ-!.\之 i 十~，ヴ}
; " '-〆I_，_ ¥.i' 'Q.) i__ -_; l_、 .-_' D j百は!主! λ?ーレア

ノ，"V'--己九

となっている時 埋められたもの

日

芥えり才Lo円

[その他の付属抱設] している落ち込み σ1 

は1.18m O.61m はあるものの、

その機能は不明である。

17) ウ
f
s

q
r
}
 

Fヘ
) 

、
しツ

L

ので
円

Aiu

H
プ臼

いずれも
J 

、、

/ 

心。 i立、 し り、

る。 S17は石Jl11で、

と考えられる。

L 
て〉寸♂F， 

，~ 

2 こと筑

A 2基、 C区で 7基検出した。 c 10，-.，..， SK 16)は6 しくは 7層で検出

した。いずれも

F03フラスコ

はない。

(第19 21図)

A 区東側緩斜面のMG57グリッド し、第4 した。 S102竪穴

住居跡の東側に隣接しているの

[形;1犬] 半分は諮l杏!又外であるが、平市形は円形を呈するものであろう。 断面形はフラスコ

" 

関口部再1.85出、口頭部径1.66111、部径2.40111、深さ1.50111である。

は断面図中の 7J苦から掘込まれており、 134層はそれぞ

は6 J再まで日}ぎに分泌したの土色;土、上半誌がj豆沼色十、下

を主体にして、 の三ブロックもしく となって混入している層

し
‘にJ しく、 :HJJLl-lが50%ほと7ti人しているか、 j古LLi主{本の居 " . 

6 号 OJ言はレンズこ近いi立立であるが、 8 ff;I Fの 101吾と

の境日は波状となる。下半部の 9~21匡j も全体としてはレンズ状にj互い地積で、壁際が厚く、

I:jJ央部にいくにしたがっ くなる傾向がある。しかし、屈そ

はなし人。 1 号 1
、、
為/戸、、、 入る。以!のような

一弔

C-> 
J 、

混入物な

はf

為的に壁際から丁寧に埋められたと推定される。

、)丘而は ゃくぼみがあるものの、

日川市 チ;整! i I占! i チ伊
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第2節検出遺構と造物

形が揺鉢状もしくは極端な凹凸があることから、根などによる撹乱と判断した。

[IIl土遺物] (第211玄128"-30，第22図818) 28は波状口縁で、凹線文を施文する土器である。

29は無文、 30は細い撚糸文を施文する土器である。 818

0 遺構の構築時期は、出土し

に打面を残し、両面iの周

ら、縄文時代中期中葉と考えら

れる 0

S K04土筑 (第19図)

A区東側緩斜面のMJ58グ1)ッドに位嵩し、第6層上面で検出した。 81

住居跡の北西側に位嵩している。

[形状〕 平面形は楕円形、断面形は鍋底形であるO

[規模] 長Mi1.12m、短斬30.84mで、深さ0.27mである。

[堆積土の状況など] 5層に分層した。黄褐色土を主体にしており、 2層の黒褐色土には地

山粒子が20%混入し、 3層の黄褐色土は地111ブロックを主体としており と考えられるO

また、 5層の黒褐色土には炭化物粒子が10%混入しているo のように 3層 と

えられ、土層の堆積状況はレンズ状を呈していることから、本遺構は臼然堆積であると さ

れる。

@底面の状況] く、 も平坦である。

検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K10土坑 (第19図)

[検出位置] c区のKT28グリッドに位還する。

[形状] 平面形は円形で、断面形は関口部がわずかに広がる、円筒形である。

直径0.82m、深さ1.20mである。

[J'自主主の状況] 9層に分層し しており、全体的に地111粒

している い。このうち 5層には地山粒子が30%混入し、 7J高は地L1J(黄褐色土)

と暗褐色土が小ブロックもしくは粒子となり、混じりあっている。また、 8層は池山が壁際に

る。 以 i二のように地111がブロック状にもしくは部分的縞状となって混入し、また、

個々は、形が不定でレン

@底面の状況]

ののほ ある。

検出されなかった。

しなかった。

していないことから、人為堆積と

く、底面は時計深から中央部が部分的

35 

られる。
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第4章調査の記録

1.表土

黒褐色(10YH2/2)土。しまりなし。地山IJ、~極大*fL30%浪人撹乱
黒褐色(lOYH2/2)土。しまりなしo*1日砂、小熊(大湯浮石粒子か)10 

%浪人。;lj~本!忍序 2 J爵に相当一

黒褐色(10YH /3)土。しまりなし。納砂 5%混人。 ぷ本)笥序 4隠に

相当一

黒褐色(lOYH2/2)土。しまりない池山小~大粒10%混入。

7. 黒褐色 (10YH2/2)土。しまりない地山極ノト絞 5%浪人。

8. ~~~縄色 (10YH3/2) 土。しまりなし。 地山ノト~大村20%混入O 炭化物[IJ
粒 2~3%混入。

9. 褐色 (10YH4/4)土。しまりな Lo地山粒子・黒褐色ゴ:30%浪人O

10. utj黄褐色 (10YH6/日)土。しまりな Lo IItf褐色土 2~3%浪人。
11. 明覧会褐色 (10YH6/8)土。 しまりない i開島色土 1

%未満混入。

12. 1りj災渇色(地山) (10YHG/8) 二。しまりなしo ，~î，{ 

褐色土 5%混入。

13. 8とほぼ同じだが、 8よりややしまり地山粒子が創刊かし '0

14. I別演渇色(10YH6/8)土。ややしまり。黒褐色土が

部分的に!手さ lcmほとで縞状に浪人O

15. lijJ1竜褐色 (10YH6/8)jこ。しまりない陪褐色土 l

%米j諾浪人。大11とほぼ!日JLo
16. 1引主主褐色 (10YH6/8)土。 しまりあり。地iJl+:f本で

黒褐色こと部分的に 5%混入。

17. I狗災掲色 (10YH6/8) 。しまりあり。 r.吉IlでよI:{褐
色の五干し、危iが総状に人るO

18. 下{jìJ也山(1こぶい~綬 6/ t!)土。混入物なし。
19. 込褐fちでI官山I:IJtil:の混オニ!認。良くしまる。
20. J:白山と.t.f:1，褐色の滋ゴ二院i。
21.褐色 (10YH4/4)土。:l也山と11斉褐色土の混合土。

SK04 

1. 災褐色 (10YH /6)土。しまりやゃあり。 地山

主体で、褐色土 (10YH4/4) 5%混入。

2 忍褐色 (10YH2/3)土。 平占悦ーしまりあり。池

山小~火付20%iIi人O
3. ~f~色 (10YH 5/6) 二。 地LLIフロックに潟色土
(10YH 4 / ，1) 30%混入。

，1. 紫色 (10YH2/1)士。約'[11，'しまりあり。J:白山

ノ]¥j:i'[5%混入。

5. XÌ~{褐色 (10YH 2/2)土。粘性 a しまりあり。地
山小~[I]粒10%混入。 10m前後の炭化物 10%iÆ人。

;，1:¥褐色 (10YH2/2)二。 地LLI小牧 5%混入。

褐色(JOYE2/2)二l二。地山極小校15%混入。
Jぷ褐色 (JOYH2/3 )二i二。しまり、粘す1:やゃあり。
i也111小~火付3~6混入。
褐色 (10YH2/2)土。サラサうしてやわりかし、

|惰潟色 (10YH3/3)士。しまり、枯れdやゃあり。

池山総小~極大粒30%混入。

6. ;ぷ褐色 (10YH /2)ごと。地LlJ極小牧10%浪人。

やわらかい。

7. j:也rll+情緒色土 (1Uγl-'t 2 / )の混じりあった土。

8. 11諾褐色 (10YH /2)土。池山*Ill村10%混入。

9. 目的訪色 (10YH /2)士。 t也山総IH10%il'E入。

第19函 S K F 03 S K 04 10王手 @ 
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2節検出遺構と造物

[検出位置] CI叉のKG26グリッr:'

[形状] 平面形は円形、断面71:;は壁の

ブ
/;) 0 

ほどの j二からやや関口する円筒形である。

読をさ0.82mである。

5 J冨に分層し

5揺には地山粒子が混入し、 4層

(地LlJ) を主体にしており、 1~3

2'-""'3%混入する。

はレンズ状の堆積を呈しており、 4層の主体土はj二坑断面の形状から関口部の

されることから、自然堆積と考えられるO

底面の状況] 壁はあまり凹凸がなく底面は平坦である。

されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S 12土坑 (第20図)

C区のKP27グリッドに位置している。

[形状] 平面形は楕円形、断面形は鍋底形である。

[規模〕 長軸1.30m、短刀、深さ0.36mである。

2層に分層した。いずれも黒褐色土で、地山粒子をわず、かに含むが他の混

入物はなく、レンズ状の堆積であることから自然堆積と考えられるO

底面の状況] 壁は凹凸がなく、底面は平坦である。

〔付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物(第21図 31 32は無文地に粘土紐を付して区画文を施文する十器で

ある。 33は浅い沈線で曲線的な文様を施文している。本よ妻橋は、 lil土造物から、縄文時代後期

されたものと考えられる。

S 13土筑 (第20図)

C 区のLB31グリッド

[形状] 平ラは円形、は開

深さ1.20mである。

5 }¥'1'1にう計画した。

で 1~3 m'1 より I惜し '_1:-，色で、いずれも

し、地山の粒子@ノトブロックが犀さ 1，-..._， 3 cm 

下部の 5

る。

る円筒形である。

A ド部の 5J留は極11吾褐色

3層には地山が40%混入

となっている。

していることから

〆

と

ある

、そのj二の 4属中央部に 3

られる。

t
r
一

一一

i

口的一一
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第4章調査の記録

[出土造物]

SK 

検出されなかった。

しなかった。

(第20図)

C区のKN26 27グリッドに位置する。

[形状] 平面形は円形、断面形は関口部がわずかに広がる円筒形である。

[規模] 直径0.73m、深さ1.42mである。

[堆積土の状況など] 6層に分属した。 部の 1 2層に

は地111粒子が混入している。 3 4J冨 に認められる!留で、

5 J霞は地山の二次堆積層で、あるO

1~4 層まではレン あるが、下部の 5

し、 4層は地山と

6層はほぼ水平な堆

3層は地山と の で、

5 J習は厚さ 5~ 8 CIllで、意識的に敷かれたような状況である。以上のことから、本遺構は、人

と考えられる。

@底面の状況] 壁は全体的にわずかに凹凸があり、底面はほぼ平坦である。

[付属施設〕 検出されなかった。

[出土遺物) 出土しなかった。周辺のグリッドから前期前半の円筒ド層b式土器が集中的に

していることから、本遺構は該期に構築された可能性が高いと考えられる。

S K1 (第20図)

C区のKS25グリッドに位置する。

[形状] 円形、断面形は関口部がわずかに広がる円筒形である。

[規模] 直径1.21m、深さ0.99mであるO

[堆積土の状況] 4層に分層した。土色は黒色か黒褐色で、いずれも地111粒子が混入してい

る。 3層には壁崩落j二と思われる;地山ブロックも壁A際に混入しているO

ほぼ水平で、 3痛から上が!享自のレンズ状を呈している。

以上のように、

a底i頭の状況] 壁は凹凸がなく、

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K 16土坑 (第20図)

[形状]

[規模]

c の G27 28グリッド

平面形は円形、断面Jí~

印、深さ0.73mである。

も

れば、人為堆積と

ある。

る。

や関口する円{奇形である。

38 
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SKll 

黒字白色 (10YH2/2) 土。 士山111極IJ¥粒
1%混入。

H ニニ90，500m

~，U褐 (10YH2/2) 土。地山

IJ¥-Ij:l杭 5%混入。
2. ，'，H福色 (10YI:t2/2)土。 fo'flt中、地
山小-[IJ粒 5%混入。

2. 褐色(1uYR2/3)土。地山

極小~極大枚20%混入。

3. 黒褐色 (10YR /3) 二。粘'f!I，IIヨ、し
まり中、地111小~中村極原く

4 .地LLi主体で 2-3%の思褐

5. ~N，褐色 (10YH2/3) 土。枯住l 強、し

まり強、地LLI小~中粘15%i混入。

SK14 

一一一-H=90.500m 

1. ~，U色 (10Yfミ 2/1) 土。地山桜ノJ'*，1. 1 %混入。

2.よ!.¥fil¥色 (IOYH /2)土。 地山綴/ト~中村 5%
混入。

3. 蕊褐色 (10YH5/8) 潟色 (10YR /2) 

土が!手さ 2~ 3cmで、縞;伏に交友に人る。

/1. 3 J習と似るが、 J対局在d二の混入!支50%j~T.と高い。

約↑"'.しまりやや為り。

5.池山二次堆積

6. !ぷ褐色(10YH2/ )色。やややわらかL、。

一一一日午90，200m

jよl色(I0YR1.7/1)土。地111綴
小 1%やわらかい。

掲色(lOYH2/2)土。地111

極小~中校やや給'11[:あり。

3. I芸褐色 (10YH /2)土。池山

機IJ\~大枚20%。

見、l潟色 (10YH2/2)土。 地山
小牧 1%浪人。 しまり a粘↑1I二と

も11]0

S K 11殴 12 13 14 15 16平

39 

第 2節検出退構と遺物

;た褐色 (IOYH3/1)土。地山小股

%混入。

2. !，I~，褐色 (10YH3/1) 土。地山小粒

1%混入。

3. 忍悔色(10YR3/1 )土。地山ブロッ

ク~徳小粒板状(厚さ 3cm、長さ 5

~ 8cm)に40%混入。

4.極H計局色 (10YR2/3)土。地山極

IJ¥-大粒20%。
5 込褐色 (10YH3/1)土。地山小~

極大粒20%混入。

SK16 

虫色(lOYH2/1) 地w
*1l1粒1%。
}，H褐色 (10YH2/2)オニ。地

山*Ill~[j:l t立 1%。

3. Il計局色 (10YH3/3)土。j:出

山市!日~短大枚、 i塩山ブロソク

(20 ミリ ~30 ミ川 30%混入。

粘性、しまりとも強。

烈色 (10YR2/1 土。粘111:

強。しまりややあり。
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第4章調査の記録

〔堆積土の状況] 4癌 した。 はいずれも 3層には地山粒子@ブロック

が30%混入し、粘性強く、しまりがある。

の堆積状況は 1------3層は波うちながらもレンズ状に近いが、最下部の 4層は水平に近い

堆積状況である。 以上のように、混入物や堆積状況から人為堆積と考えられるO

@底面の状況] 壁の半ばから上部にかけて部分的に凹凸がみられる。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

ある。

第3節遺構外の出土遺物

らは、縄文時代早期@前期@後期の土器@石器と土製品 している。

出土した造物は土器類3，873点、石器類769点で、大コンテナ (59cmx 38.6cm x では

ほどの量である。グリッド別の出土量(第2 3表)をみると量にばらつきがあるものの

没谷を除き、ほぼ全域に分布する。特に住民跡若手の多いB区に集中する。 11寺島]別の大まかな傾

向をみるとA B区では中立f3の一土器が圧倒的に多いが、 A区では前期後半や後期前半の土器も

しているO また、 C区では、中真fjの土器はA 鎗 B区ほど多くなく、後期前半や前期前半の

も出土している。特に東端の SK14周辺からは前期前半の土器が主体を占める。

出土地点@層名は、器形を復原できたものは観察表中に記入し、破片についてはその下に明

している。また、

のものも

ていることから、

に記入している。なお、説明にあたって必要な土器は

それぞれ通し番号となっ

みを記した。

け、その1=1]で

よって*111分した。

中J心 @文機構成から類別し、

成ーザ七し州け庁、
屯

/
¥
 

τi

薄

である。いずれも

ある。 37は胎土に繊維を含む。 35

5 ，___ 6 mmと

く浅い沈線を施し、内面A

の沈線を施し、内面は条痕の土器で、はもっと浅い沈線である。 37賂 38は35 36よりもゃ

ある。

いずれも、

さ

ムシ 1)1式あるいは槻木 l式に見られる

ある。

42 
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第3節遺構外の出土退物

立群土器 ~ljnnの土器である。

いずれも

瓜形文を、胴部

、同一1ml体とわれる。

し、

に太い隆帯をめぐらし、そのl珪帯 i二に

ある。 40 41は胴部片で、 39

と似、た特徴をもっO いずれも前期前半の円筒下層b式土器である。

2類(42""55) 

として縄文原体か絡条体の側面圧痕文を施文するものである。内面は研磨

されて平滑であるo

a種 50 52 53) 

低い形ばかりの隆帯を有する

ある。

b稀 留 47 49 51 口縁部文様;出:が比較的広く、主として側面圧痕文を斜位ま

!こi縁部文様帯の111員が狭く、主にその下端に細く

ある。 53は小型の土器で、ある。前期j前葉の円 dl 

たは縦位に施文する土器である。 46 49 51 54 55のように波状口縁をする土器もある。

円笥下層d2式土器である。 54は服部J二半に最大径があり、|盗帯 kに竹管文を、服部には木目

状撚糸文を施文しており、器形から大木b式土器の影響がよみとれる。

C A頃 (48) 平i二i縁で、臨;告により

で、仁!縁部や1]1司部に綾絡文を施文する。

に
仁 る。縄文地

dl あるO

中期の一土器である。

今回の調査で出土し

は極めて少なく、

(鉢)

は1

占める。 深鉢(鉢)形土器が正倒的

出土である。この[1]で時期的に

く、浅鉢形土

し'10

a 

波状IJ縁で、仁!縁に沿って降沈文や凹線文、波]頁部

1阿部に隆沈文による

ある。

を

欠き、1/3の残存である。

る。 57 58も同様な器形と く る。

b 

地で、

C IJI稲1)

く外反する。

腕部に沈静jiを施文する

る。 62

る土器である。 66は64

る。

d ある。 1 みで、や り あるO

立上り、 く る。

47 



第4空調査の記録

2類 (68 69) 波状口縁で、仁i縁部にl盗沈文か回線文、波頂部に円形文を施文する土器で

ある。日間部には68は撚糸文、 69が縄文を施文する。

3類 (70 71) 波状口縁で、仁i縁部に 1条の沈線、腕部に 3本 1対の懸垂文か曲線文(弧

状文)を施文する土器である。いずれも縄文地に、太くてやや深い沈線で文様を施文しているO

ヰ妻美 波状口縁で、口縁部が短かく「く」字状に外反し、波頂部に円形文を施文する

ある。縄文地で口縁部がやや肥厚気味である。

5類 (76 77) 波状口縁で口縁に平行する|車線を施文し、仁j縁と降線との間は無文である。

波頂部に円形文、陸線下には沈線による渦巻文、腕部には楕円形文と曲線文(弧状文)を施文

する。縄文地で、仁i縁部がわずかに内寄する。 74よりも隆線が細く、低く、焼成は良好である。

も (73 

74 

るl本の降線がめぐる ある。胴部には73が

る。

ある。

、口縁部に凹線文、波頂部に刻白、波頂部下に沈線による弧状文を

し、内面は平滑である。

7 

3類 円形もしくは楕円形に区画して、沈線開を薦消している。 78は波状口縁で、

る器形で鉢形土器になるかも知れない。

で、 ある。

る iて翠で、ある。

、仁i縁部に 2本の太い隆帯を鮎付する

は83が平坦で、 84は山形状になる。

ある。いずれも

9 

i盗沈線を施文すること器で、あるO

a友g 号，盗沈静j!による渦巻文と刻日

と出話!文を施文する。 85 86は同一個体であろう o

b種 (87) 隆沈線が横に展開し「楕円形文J

近以外は剥落しており、その痕跡から、

る+，~~で、ある。 85 は胴部に品日立の

る-1-，器である。 1盗沈線が口縁部付

した後に粘二!二組:を貼付したことが

わかるの

c種 隆線を円(楕円)形や曲線的 る ある。 ある。

弧状文 e

2

る

¥
1
/
 

ハ

υ
ハ叫
U

@
 
ハ同
υ円。

/
1
1
¥
 

ある。

ある c し'0地文 あるO

ある G
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第3節遺構外の出土造物

89 

第29図 直群(5)
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第4章 調ままの記録

深鉢(鉢)

(91) 波状iコ縁で、縄文地に沈線による渦巻文や曲線文を施文する

地で、沈線は細く深い0

である。縄文

2類 (92) 縄文地の沈線開 る土器である。

3類 (93) 波状口縁で、縄文地である。

位の平行沈線文と曲線文を施文し、その間

施文する土器である。器形は嗣部が緩やか

短かく「く」字状に外反する。

には 3条の平行沈線、胴上半部は 3条の斜

り消しを施し、沈線の連結部には円形竹管文を

しながら立上り、口頭部で内寄し、口 lま

ヰ類 !盗i告をめぐらし、縄文地に平行沈線を施文する土器であるO

a種 (94) 3条の沈線開に円形竹管文を施文するこi二器である。

b積 (95) 隆者の直上に 1条、!盗J告の-Ftこ間隔の広い 2条の沈線を施文する土器であるO

c種 (96~98) 無文地にN計百三角形のつまみ出したような降帯を日lli付している土器であ

る。 97 98は部分的に隆帯に沿って浅く太く沈線を施文するO

(99) 無文地の体部破片で、 2本の隆帯開に把手を付けている の で

あるO 地文は無文であるO 内外出jとも

した。

1類 (1 00~103) 平日縁で仁i縁部がほぼ真っすぐ立ち i二がるもので、地文に縄文か撚糸文

のみを施文している土器である。 103は小型の完形土器である。

2類 平日縁で仁i縁部が外反していること器である。

a描 (104"-' 108) 口縁部がわずかに外反するもので、縄文地の土器である。

b種 (26 27) 胸中央部に最大径をもち、口頭部がすぼみ、口縁部が緩く外反する

である。 S1 17竪穴住居跡から 2点出土している。 と考えられる。

3類 平日縁で、口縁部が内傾する器である。 を縦位に施文する。ゆがみ

がひどく、平副形は楕円形で、断面Jlラは場所より異る。

4類 (107"-' 110) 波状口縁で、口縁部が外反している土器である。 107 108 110 

外反するが、 109は内奇したのち「く j字状に短かく外反する。

5類 平口縁で、無文の土器である。し 1ずれも

6類 (114"-'116) 波状口縁で、無文の土器である。 5

116はやや外反し、仁!唇部の13矢面JT;が三角形様となる。

56 

ある。

してや ある。

く
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第4市調査の記録

した。

119は底部開辺がわず、かにつまみ出されたように張り出し、 121は服部下端まで不整撚糸文を

施文するo 118は!阿部下端近くまで木日状撚糸文を施文するo 120は台付土器の底部で台部下端

まで羽状縄文を胞文する。 118 120は内@外面とも丁寧な調整により平滑となっている。以上

の底部は文機@器形@日台土から、 119• 121は縄文時代前期前半、 118 120は前期後半の円

と宥えられる 0

122~ 128はいずれも胴部下半まで縄文か撚糸文を純文しているもので"125は揚げ底となっ

いる。 128は底径4.7cmの小型土器の底部である。

( 2 ) 

ミニチュア土器(129) 底部片で、底径3cmである。

(130) 土偶の腕部で、正 e背面と両側面に円形竹管文もしくは円 の刺突を

施文する。折損部分に孔(径8mm)のあいていた痕跡が残る。現存部の長さ4.2cm、 IIJ福5.6cmで

ある。

不明土製品 土偶の足部に似た形状で、縦の切り込みや浅く定IBC i沈線が入る。上部

が欠損している用途不明の土製品で、ある。高さ2.2cm、IIJ品2.8cmで、ある。

( 3 )石器(第34函~第45図)

①剥片石器

剥片が多く出土した割りには定形的な石器は少ない。石質はほとんどが頁岩である。

(819~8 3点出土した。 819 21は尖基錬で、 S20は有茎凸基鍛である。

(822~8 6点出土した。 822 23は片面のみに Ci調整呆u離を硝す楠型のわ匙で

ある。 824~ 827は長身の台形状の縦型石匙である。片面の周縁に和1かい調整剥離を施す。

石錐 (828829) いずれも III各三角形で、 828は錐部のみに調整剥離を施す。 829は両面と

も調整剥離を施さないが、 l端が鋭く尖り、その尖端部に使用しでできたと思われる剥離痕が

わずかに残ることから石錐としたG

( 8 30) 1点出土した。全面に調整剥離を施すもので、半月形を呈し、器!豆が0.7cmと

し'0 と られる。

り刃部に向けて大きく開き、 lま な片刃で、|措

段状の鋭し

(8 全rm もので、上下両端が石餓織に尖り、中央にくびれ

がある。

60 
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第4章調査の記録

(834'"'-'836 839.841'"'-'848) 12点出土した。 834"'-36は刃部が片刃の直刃である。

いずれも折損している。 839は全面に丹念な調整剥離を加えているもので、刃部が片刃の丸刃

である。 841• 842 847は刃部が片刃の丸刃である。 他は折損しているため、刃部の形状は

不明であるO

( 8 37 853 856) 837は刃部が丸刃である。 853 856は横長の剥片の l側縁に

まJj離を施して刃部としているものである。

高IJ器 (833• 838吻 840 849"'-' 8 52 G 854 855 8 57 ~ 859) 平面形は、接形@構円形@

半月形@略長方形 11洛三角形などバラエティに富む。剥片石器の中では最も個体数の多い

である。

剥片石器に比較して数は少ない。 は擦石 e凹石@ 石田がある。

111岩が主である。

擦石 (860"'-'862) 槙長の自然il築

62は両端に蔽打痕を残していることから

としている。 860 862は1側面に擦面を残す。 8

としても使用されたようである。 861は1側縁と

している。

四五 (864"'-'867) 楕丹形の偏平な自然燥を素材としている。ほとんど

凹みを残す。いずれも表裏か、表裏と側面に擦面を残していることから、

れたようである。

(863) 片面に砥面を残す。折損品であるO

石血(868) 片面の全体に擦面を残す。

に 1"'-' 2簡の

としても使用さ

( 4 )石製品 869.870) 869 は細長で簿~¥自然石の端部 1箇所に穿孔しているも

ので、もう l端に

である。

る。 870は板状の片面に誼線的な縦横の細~¥線を残しているもの

62 
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820 
821 

〈コ

822 

ζ二〉
824 

5cm 

寄与手[ 出土地点 長 悩 重さ

S19 L L 41 4 J活 3.6 1.6 09 3.78 

S 20 MA  49 4ヨ 1.3 0.7 2.34 

S 21 MF 53 3 )fKi 3.8 1.8 0.7 3.50 

S 22 MC  50 4脳 5.9 (6.8) 1.4 33.! 

S 23 MH  41:空J 5.7 1.5 

S 2，1 ML 58 4 7.5 3.1 1.8 20.7 

MO  62 4 M:i 7.0 2.5 0.9 12.1 
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録
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第4章調査の記録
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第4宗調査の記録

869 

870 

74 



5 

今回の調査では縄文|時代の竪穴住居跡、6軒、土坑9基を検出し、縄文時代早期@前期@中期@

後期の土器が出土した。このうち、仁IJ'J3の土器が主体を占めるO 以下ではまとめとして、

の帰属時期と、それから派生する遺構の変遷を通して、それぞれの時期における遺跡の性格を

えてみることにしたい。

6軒のうち、完掘したのは 2軒で、{也の4軒は半分か1/3は路線外で完掘できな

かった。完掘した 2軒のうち、 A区に位置する S102は楕円形で、短軸上に 3本の柱穴を配し、

仁!こl央部のやや西寄りに地床炉がある。本遺構は、出土土器から、中期か後期と推定したが、

配置や炉の形態は今のところ類例がない。ただ、隣接して中期の袋状土坑があり、居住域と

蔵域が同一地点に同時期に存在するということは、通常の遺構の在り方からは考え難いことで

ある。それからすれば¥本遺構は、遺跡外出土土器の時期も勘案すると、後期前半に帰属する

可能性が高いと考えられるO

日民では5軒のうち完掘したのはS109の1軒である。本遺構は竪穴住居跡としては小規模

で、掘込炉を伴い、出土造物から中期中葉と考えられるo B区では他に 4軒の竪穴住居跡があ

る。完J屈しておらず詳細lは不明の点が多いが、いくつかの共通点を抽出で、きる。①平面形は S

1 05 06 08の現存部から推定するに楕円形と思われる。②柱配置では、宇杵穴の

に沿って多く配され、やや大型のS108は10本、 S106は6本と推定される。③炉は S1 05の

ように炉脇に撹乱があるものの、壁際に石西炉が構築される。 S106では中央部からや

りに不整楕円形の浅い落ち込みがあり、その [j~liこ炉右の可能性のある自然石が断面中の

出され、また、 S1 17でも

部分が炉の掘り

込みがある。以上の事を勘案すれば、あるいは落ち込み

となったいわゆる複式炉の祖形的なものの可能性も

えられるO ④樫溝は、 S105 06 08にみられ、ほぼ全局するものと推定される。⑤BI玄の

居跡の11寺JUjは出土土器から中期に帰属し、 S105を|捻き、中期中葉と考えられるO

米代)11流域で縄文時代中期の翠穴住居跡を、発掘調査により検出した遺跡は、本遺跡を含め

35遺跡を数える。このうち、今回の調査で検出した縄文時代中期中葉(大木 8a 8 b式j明言

cr-..-e在、中の平 I式、捜林 1 II式1UDの遺跡は本;遺跡を含め121遺跡である G これ

らのjき跡の中で、本追跡の竪穴住居跡の主体を占める中期中葉後半の傾向を見ると、平面形は

楕円形や円形が多く、規模は大型@中型@小型とrz:分されるようになるO 中型の住居跡は5.5"-'

8.0m で~I J¥型の住居跡は 2.3r-..-5.0mである。この区分からすればB は、 S1 09 

に
リηi
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が小型に!高し、それ以外 ることになる。また、炉は地床炉のほかに は石囲炉

ノ116婁跡lまとなるようであり、これはS105の炉の形態と共通している。さらに、

の中期間半(円筒上層 a式JVDの住居跡でみられたのみであったが、

増加し、本遺跡のS105 06 08にもそれが伴う。

8 b式期にその数は

以上のように、本遺跡で検出した竪穴住居跡は完掘したものが少なく、

どの詳細な比較@検討はできなかったが、概ね米代川流域に分布する

向を示していると言える。

や炉の形態な

の不り方と似た傾

検出した土坑9 前述のように、 2基はA 7基はC区に分布しており、 Bl乏では検

出されなかった。このうち、貯蔵用の施設と られているA区のフラスコ (S K F03) 

は、人為的に埋められており、 ら中期中葉の土器が出土している。このことから、

ほぼこのi時期と考えて大過ないものと思われる。

フラスコ状土坑以外の土坑8

される(第46図)。

平面形@断面形 ら4つのタイプに

a油 平面形は円形で、断面形は関口部がわずかに広がる円筒形である。深さは0.99'"'-'1.20 

mと比較的浅い。 SK 10 13窃 15-

b類一平面形は円形で、断面形は関口部がわずかに広がる円筒形である。深さは0.73'"'-'0.82

mとa類よりも浅い。 SK 11 16 

C組ーとI.!.[合ltl今は円形で、断面形は関口部がわずかに広がる円筒形である。深さは1.42mとa

b類よりも深し ¥0 S K 14 

d は楕円形、断面形は鍋底形である。深さは0.27，-.__，0.36mとかなり浅い。

S K 04 • 12-

を見ると、

る。 b

あ

はSK11が自然

ある。

C d類は 2

ある。

次に配置状況であるがいず

れも重複がなく、 A!玄のd類 (S 04)を除けば、いずれもC区 し、 にあるも

い距離にあるのはない。 a 3まは 6'"'-'10mほ S K 12はや

と 4mほど離れている。また、 c芸員はd SK12から 8mほど離れた、 の
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されている。

造物は、 d類のSK 12 より出土した縄文後期前半の土器があるだけである。ただ、

c類のSK 14周辺からは縄文前期前半の土器が主体的に していることから、 SK14は該期

された可能性が高いと考えられる。

以 i二のように、 a b類土坑は規模の点では c類のSK14と異るものの、平面形@断面形、

それに壁や底面にほとんど凹凸がなく平滑で、しっかりした掘り込みを行っており、 b類の S

K 16を除き、 a，.-...c類は人為的に埋められているという点で共通する。したがって a • b類は

C知と向じ縄文前期前半に構築された可能性が高いと考えられるO

次に、竪穴住居跡や土坑の分布状況からその時期、遺跡 の と性格を

てみることにする。野沢岱遺跡は北西に向かつて張り出す舌状台地上にあり、今|口|の

区はその北間側の縁辺部にあたると推定されるO 検出した遺構のうち、前期前半と推定した

(a ~ c類)はほぼ平坦部となっているC医に分布する。 A B区では該期の遺構は構

築されていない。中期仁ド葉になると緩斜面となっているA区にフラスコ状土坑が 1幕、ほぼ平

坦となっているB区に竪穴住居跡群が分布し、 C区に遺構は構築されていない。後期前半にな

ると、 A区に竪穴住居跡、 C区に土坑が分布しており、 B区に遺構は構築されていない。つま

り、前期前半の時期にはC区に土坑群が形成され、他の場所は使用されていなし ¥0 中期中葉に

なるとA区ではフラスコ状土坑が構築されて貯蔵域となり、 B区では竪穴住居跡群が構築され

として使用されるO 後期前半にはA区は居住域として使用され、 C区には土坑が構築

されるようになる。

以上のよう

しており、それら

あたり、調査の結果、遺構は調査区全域に分布

造物から本遺跡は縄文時代前期の土坑群と縄文時代中期@後期の

落跡の一部であることがわかった。

註 l ①よねしろ考吉学研究会 Fよねしろ考古第7号特集縄文時代前@中期のムラJ

199] (平成3)年

②秋田県教育委員会 『国道 103号道路改良事業に係る埋蔵文化財調斎報告書 一山王岱

遺跡 秋田県文化財調査報告書:第221集 1992 (平成4)年

文献 では34追跡であるが、 1991(平成3)年に調査された山王岱遺跡第3次発掘調査

では縄文時代仁I::1J明の竪穴住居跡が10ji斗確認されている。

2 1 ①@②の文献に拠る。
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1 遺跡遠景道自スキー場から(南西→)一矢印が遺銃一

2 遺跡近景 (北西ーや)ー車のある所がA区北西斜面一

3 司書室前の状況 C区からA'S区を見る (南・・〉
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1 調査前の核況 A区からB区を見る {北-)

2 遺物出土技況 (MA49グリッド 4贋 RP 1) (酋-)

3 A区西斜面基本層序断商 (北西ー)
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1 S t 17~穴住居跡 完綴{北西ーサ

~.嘉延-
2 S 117il¥穴住居跡 土器・白色粘土規出土状況(南西-)

3 B区東会景 (翻査後) (北→)
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1 遺構外出土土器 (1) 1Il-1-a 
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2 遺徳外出土土器 (4) 圃 1 b-m 3 
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